
ただ遠くから眺めているだけで、自分のものにはできない憧れの存在のことを「たかねの花」と言います。

さて、ここで問題です。「たかね」を漢字に変換しましょう。正解は「高値」ではなく「高嶺」です。

山の高くそびえる頂きやその周辺部分を「嶺」と言います。高山に自生する可憐な花は、崖や岩場など足

場が悪い環境が多く、手が届きにくいことが由来となっています。類義語としては、雲の上の存在・別世界

の人・別次元の存在などが該当します。「及ばぬ鯉の滝登り」もそうかな。しかし、高価なものや異性に関

しては「高嶺の花」に勝る言葉は見当たりません。

実際に高山をトレッキングして出会う「高嶺の花」の代表格は何と言ってもシャクナゲでしょう。

夏がくれば 思い出す

はるかな尾瀬(おぜ) 遠い空

霧のなかに うかびくる

やさしい影 野の小径(こみち)

水芭蕉(みずばしょう)の花が 咲いている

夢見て咲いている水のほとり

石楠花(しゃくなげ)色に たそがれる

はるかな尾瀬 遠い空

ご存知「夏の思い出」の一節です。ここにシャクナゲが登場しています。ミズバショウと違って、直接、

花の美しさを表現した内容ではありませんが、音楽の時間に、ミズバショウにしてもシャクナゲにしても、

知らない名前がやたらと出てきたことで未知の世界への郷愁をひときわ感じたことを思い出します。おそら

くここでの比喩として使っているシャクナゲは、この辺りに多く自生しているアズマシャクナゲだと思いま

す。これは紅紫色の花なので、夕焼け空の色調としてもぴったりだと思います。

その昔、北アルプスに登った時に、登山歴の豊富な友人から「夕

焼け小焼け」についての蘊蓄（うんちく）を聞かされたことがあ

りました。

「小焼けって、どういうものか知ってる？ 夕焼けが終わって、

日が沈んだ直後に、一瞬だけ空が薄ピンク色に染まるんだ。そ

れを小焼けって言うんだ。今からそれが見られるから一緒に楽

しもう。」

へえ～と感心しながら西の空を必死に眺め続けたけれど、残念ながら薄ピンク色には会えませんでした。

しかし、これかもと思える色合いが見えたので、「すごいねえ。」と感動の声を一応挙げておきました。

ここで少し脱線しますが、作曲の中田喜直さんは、長い間、教職員の合唱団の指導にも携わってくださっ

ていました。しかし、その時間の多くは「禁煙」を説く内容で、煙草に対する嫌悪感は無類のものでした。

「人間の生存に一番大切な空気を汚すことに無関心な人を信用するわけにいかない。」

とは、彼の残した名言の一つでしょう。

当団地の集会室周辺に、シャクナゲが花を咲かせています。ちょうど５号棟周りのオオムラサキツツジが

花の時期を終えたのを待っていたかのように、同じツツジの仲間同士でバトンをリレーしているような印象
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があります。

シャクナゲは漢字で「石楠花」や「石南花」と書きますが、中国では「石南」や「石楠」というように表

記されています。「石南」という漢字が使われているのは、「石間の陽に向かった處に生ずるところから石

南と名付けられた」との記述が残っています。

ただし、中国の「石南花」とは日本で言う「シャクナゲ」ではなく、葉の形状が似ているオオカナメモチ

と誤ってつけられたとされています。これは日本でよく見かけるカナメモチよりも葉が大きい種で、中国・

台湾・フィリピンに自生するものだとものだそうです。

では、中国でシャクナゲはどう表記するのかということになりますが、「杜鵑（とけん）」と書くそうで

す。要はホトトギスのことです。これはツツジ全般を指す言葉で、ホトトギスが鳴く頃に花を咲かせるから

と言うのがその理由です。

そんないい加減なと思われるかもしれませんが、シャクナゲとツツジを区分しているのは日本ぐらいなも

ので、多くの国ではこの両者を明確に区分していません。敢えて分けると、中国やヒマラヤから常緑性のも

のを持ち帰り園芸化したロードデンドロン名の常緑性と、ア

メリカを中心に園芸化された落葉性のアゼリア（アザリア）

に分けられます。

１個の花は５～８枚の花弁が合着した合弁花で漏斗形も

しくは鐘形をしています。雄しべの数は固定されず、集会室

前の花を覗いてみると、８～１０本とばらばらでした。２０

本近い種もあるそうです。

話が少しややこしくなりますが、当団地ではカルミアも花

盛りです。アメリカシャクナゲとも言われ、アメリカとキュ

ーバに分布する常緑低木です。特徴は何と言ってもそのつぼみの可愛さでしょう。まるで金平糖です。花は

ペンタゴンのお皿の形で、個性的な模様が入っています。雄しべの先がくぼみの中に収まっていて、飛来し

た昆虫などによって刺激を受けると飛び出して花粉が散るという仕組みです。子供たちと遊ぶのも一興でし

ょう。当団地には３種類の株が植栽されています。 （終）
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